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北
海
道
朝
陽
会

四
月
十
九
日
、
六
月
並
と
い
う
突
然
の
ポ
カ
ポ
カ

陽
気
の
中
、
第
二
回
北
海
道
朝
陽
会
が
、
札
幌
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

道
内
在
住
同
窓
生
七
十
三
名
に
案
内
を
出
し
、
旧

二
回
よ
り
新
二
十
七
回
ま
で
の
社
会
人
十
六
名
、
主

婦
三
名
、
新
三
十

一
回
よ
り
三
十
七
回
ま
で
の
、
大

学
院
生
を
含
む
学
生
十
四
名

（含
女
子
二
名
）
の
計

三
十
三
名
が
、
速
く
は
牢
蘭
、
古
小
牧
よ
り
駆
け
つ

け
参

加
致
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
旧
■
回
の
井
手
大
先
■
の
乾
杯
の
青
頭

で
宴
が
始
ま
り
、
し
ば
し
欲
談
の
後
、
各
自
の
自
己

紹
介
並
び
に
近
況
報
告
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
三
回

日
と
も
な
る
と
お
互
い
面
識
の
あ
る
者
も
増
え
、
談

笑
の
輪
が
ス
ム
ー
ズ
に
広
が
っ
て
、
社
会
人
と
学
生

と
の
交
流
も
、
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
簡
単
な
ゲ
ー
ム
も
行
な
い
、
時
間
は
あ
っ
と
い

う
間
に
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
．
全
１１
一属
を
組
ム
合

っ
て

「
六
中
建
児
の
歌
」
を
斉
唱
．
記
念
写
真
を
撮

影
後
、
旧
二
十

一
回
の
遠
藤
先
１１１１ｉ‐
の
■
頭
で
朝
陽
会

の
発
展
を
祈
っ
て
、
今

一
度
、
乾
杯
し
、
散
会
致
し

ま
し
た
。

そ
の
あ
と
も
、
社
会
人

・
学
生
い
り
乱
れ
て
の
二

次
会
も
行
な
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

つ
け
加
え
ま
す
が
、
主
婦

・
学
生
の
会
費
が
相
当

制
安
に
な
っ
て
い
る
の
も
、
こ
の
会
の
良
い
所
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
特
に
女
性
の

方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

当
朝
陽
会
も
転
勤
族
が
多
い
ん
、
毎
年
出
人
り
が

激
し
く
動
向
を
つ
か
む
の
に
苦
労
致
し
ま
す
が
、
お

晨
社
で
、
会
社
関
係

・
同
期
等
の
つ
な
が
り
か
ら
い

ろ
い
ろ
な
方
の
転
出

・
人
の
情
報
を
頂
き
、
常
時
七

十
名
程
の
会
員
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
が
で
き
て
お

り
ま
す
。
道
内
在
住
の
方
で
連
絡
が
届
か
な
か
っ
た

方
、
ま
た
転
任
さ
れ
て
き
た
方
、
ど
う
か
事
務
局
ま

で
ご

一
報
下
さ
い
。
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